
区
民
は
平
均
賃
金
も
年
金
も

下
が
り
続
け
て
い
る
が

区
財
政
は

８
月
31
日
の
議
会
運
営
委
員
会
に
足
立
区

の
２
０
１
１
年
度
決
算
（
調
書
）
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
歳

入
（
収
入
）
総
額
は

２
４
８
０
億
円
で
足

立
区
政
史
上
過
去
最

高
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
（
収
入
）

の
主
な
部
分
を
占

め
る
特
別
区
税
（

区
民
税
な
ど
）
は

前
年
よ
り
約
１
億

円
の
増
額
で
し
た
。

ま
た
「
都
区
財

政
調
整
交
付
金
」

も
１
６
億
円
の
増

額
で
し
た
。
区
債

（
区
が
行
う
借
金
）

は
前
年
よ
り
５
億

円
減
額
で
し
た
。

つ
ま
り
収
入
が

若
干
で
す
が
増
え
て
、
借
金
を
減
ら
し

て
も
や
り
く
り
で
き
た
と
い
う
感
じ
で

す
。区

財
政
の
２
０
１
１
年
度
決
算
は
８

２
億
円
の
黒
字
（
実
質
収
支
）
で
し
た
。

黒
字
幅
も
過
去
最
高
規
模

８
２
億
円
の
黒
字
は
、
２
０
０
９
年

の
９
４
億
、
２
０
０
０
８
年
の
８
３
億

に
次
い
で
３
番
目
で
額
と
し
て
は
過
去
最
高

規
模
で
す
。
「
区
は
お
金
が
な
く
て
大
変
」

「
黄
色
信
号
が
と

も
っ
て
い
る
」
な

ど
と
盛
ん
に
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、

冷
厳
な
事
実
と
し
て
は

一
定
の
余
裕
が
あ
り
、

黒
字
も
前
の
年
よ
り
増

え
ま
し
た
。

「
財
源
不
足
」

「
基
金
が
底
を
突

く
」
？

区
は
「
財
源
が
不
足
し
て
い
る
」
「
基
金

が
底
を
突
く
」
と
強
調
し
ま
す
が
真
相
は
ど

う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

基
金
は
１
０
８
３
億
円
で
す
。

無
駄
遣
い
を
な
く
し
限
ら
れ
た
財
源

を
真
に
区
民
の
た
め
に
使
う
立
場
か
ら

日
本
共
産
党
は
９
月
２
１
日
か
ら
開
か

れ
る
第
３
回
定
例
議
会
で
、
決
算
審
議

を
含
め
、
積
極
的
に
論
戦
し
ま
す
。

ぜ
ひ
議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
目
で
見
届
け
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。み

な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

（
伊
藤
和
彦
）

２０１２年９月１６日 こんにちは伊藤和彦です（発行会派日本共産党党足立区議団．発行責任者伊藤和彦） NO ９７２

http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html

自宅 足立区花畑6-20-1 電話3859-6952

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770

第3回定例議会
9月21日から10月24日まで
日本共産党代表質問 9月24日(月)午後1：00

さとう純子議員
日本共産党一般質問 9月25日(火)午後２時すぎ

伊藤 和彦議員
９月21日（金）午後 1：00 本会議

９月24日（月）午後 1：00 本会議
９月25日（火）午後 1：00 本会議

９月26日（水）午前10：00総務委員会 鈴木けんいち

９月28日（金）午後 1：00 本会議

10月２日～11日 決算特別委員会 10：00～16：00
（ぬかが和子、さとう純子、伊藤和彦、はたの昭彦）

10月12日（金）午前10：00 区民委員会 ぬかが和子

午後1：00産業環境委員会 浅子けい子

10月15日（月）午前10：00 厚生委員会

さとう純子・はたの昭彦

午後 1：00 建設委員会 伊藤和彦

10月16日（火）午前10：00 文教委員会 針谷みきお

10月17日（水）午前10：00交通網都市基盤 伊藤和彦

10月18日（木）午前10：00子ども施策

さとう純子・はたの昭彦

10月19日（金）午前10：00 災害・オウム

針谷みきお・浅子けい子

10月22日（月）午後 1：30 生活保護・高齢者

ぬかが和子・鈴木けんいち

10月24日（水）午後 1：00 本会議

ぜひ傍聴をお願いいたします！
０３－３８８０－５７７０共産党区議団まで

2011年（平成23年）度足立区決算より

2011年度 2010年度

歳入総額 2480億円 2460億円 ＋20億円

歳出総額 2397億円 2377億円 ＋20億円

実質収支 82億円 74億円 ＋ 8億円

特別区税 421億円 420億円 ＋ 1億円

都区財政

調整交付金 938億円 922億円 ＋16億円

《
２
０
１
１
年
度
足
立
区
決
算
出
る
》

特
別
区
税
収
入
と
都
区
財
政
調
整
交
付
金

い
ず
れ
も
増
額

財
政
規
模
も
過
去
最
高
に

写真は足立区役所



2011年度 1951年度

人　口 1億 2700万人 8457万人

生活保護利用者数 205万人 204万 6000人

利用率 1.60% 2.40%

生 活 保 護 利 用 者 数

Ｑ
、
生
活
保
護
利
用
者
が
過
去
最
高
に

な
っ
た
と
聞
き
ま
す
が
？

Ａ
、
人
数
は
最
高
に
な
り
ま
し
た
が
、
利

用
率
は
減
っ
て
い
ま
す
。

※
現
行
生
活
保

護
法
の
も
と
で
、

生
活
保
護
利
用
者

数
が
こ
れ
ま
で
最

高
だ
っ
た
昭
和
26

年
の
２
０
４
万
６

千
人
を
超
え
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
様

な
指
摘
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人

口
も
増
え
て
い
る
の
で
、
利
用
率
で
比
較

す
る
と
減
少
し
て
お
り
、
昭
和
26
年
度
の

３
分
の
２
で
す
。

Ｑ
、
そ
れ
で
も
利
用
率
は
高
く
な
い
で
す

か
？

Ａ
、
日
本
の
生
活
保
護
利
用
率
は
、
先
進

諸
外
国
と
く
ら
べ
る
と
低
い
数
字
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
数
百
万
人
が

保
護
か
ら
漏
れ
て
い
ま
す
。

※
日
本
で
は
人
口
の
1
・
６
％
し
か
生

活
保
護
を
利
用
し
て
お
ら
ず
、
先
進
諸
外

国
よ
り
も
か
な
り
低
い
利
用
率
で

す
。

し
か
も
、
生
活
保
護
を
利
用
す
る

資
格
の
あ
る
人
の
う
ち
現
に
利
用

し
て
い
る
人
の
割
合
（
捕
捉
率
）

は
２
割
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
残

り
の
８
割
、
数
百
万
人
も
の

人
が
生
活
保
護
か
ら
漏
れ
て

い
る
の
で
す
。
全
国
で
起
き

て
い
る
「
餓
死
」
「
孤
立
死
」

事
件
発
生
の
背
景
に
は
、
生

活
保
護
の
利
用
率
・
捕
捉
率

の
低
さ
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
、
不
正
受
給
が
年
々
増
え

て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
？

Ａ
、
不
正
受
給
の
割
合
は
保

護
費
全
体
の
０
・
４
％
程
度

で
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
不
正
受
給
の
件
数
や
金
額
が
年
々
増
え
、

不
正
受
給
が
横
行
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
不
正

受
給
の
割
合
で
み
る
と
、
件
数
ベ
ー
ス
で

２
％
程
度
、
金
額
ベ
ー
ス
で
０
・
４
％
程

度
で
推
移
し
て
お
り
、
大
き
な
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
悪
質
な
不
正
受

給
に
対
し
て
は
厳
し
く
対
応
す
べ
き
で
す
。

Ｑ
、
働
け
る
の
に
働
か
な
い
で
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
と
聞
き

ま
す
が
？

Ａ
、
働
い
て
も
生
活
費
が
足
り
な
い
人
、

そ
も
そ
も
働
け
な
い
人
の
利

用
が
増
え
て
い
ま
す
。
雇
用

破
壊
が
根
源
で
す
。

※
最
近
そ
の
よ
う
な
指
摘

が
よ
く
な
さ
れ
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
「
そ
の
他
の
世
帯
」
の

利
用
者
が
増
え
て
い
る
こ
と

を
指
し
て
の
こ
と
で
す
が
、

「
そ
の
他
の
世
帯
」
＝
「
働

け
る
の
に
働
か
な
い
人
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、

「
そ
の
他
の
世
帯
」
の
約
３

分
の
１
の
世
帯
は
働
い
て
い

ま
す
。
「
働
い
て
い
る
が
最
低
生
活
費
以

下
の
給
料
し
か
出
な
い
」
た
め
に
保
護
を

利
用
し
て
い
る
の
で
す
。

雇
用
情
勢
が
悪
化
す
る
中
で
、
中
高
年

齢
者
、
中
軽
度
の
障
害
や
傷
病
を
持
つ
人
、

低
学
歴
・
無
資
格
の
人
、
人
間
関
係
が
苦

手
な
人
な
ど
の
「
就
職
弱
者
」
か
ら
順
に

仕
事
を
失
い
、
生
活
保
護
を
利
用
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
な
の
で

す
。

Ｑ
、
生
活
保
護
基
準
が
最
低
賃
金
や
年
金

よ
り
高
い
の
は
お
か
し
く
な
い
で
す
か
？

Ａ
、
最
低
賃
金
や
年
金
が
低
す
ぎ
る
こ
と

が
問
題
で
す
。

※
「
生
活
保
護
基
準
が
最
低
賃
金
や
年

金
よ
り
高
い
の
は
お
か
し
い
。
基
準
を
引

き
下
げ
る
べ
き
」
と
い

う
議
論
が
な
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
保
護

基
準
は
、
生
存
権
の
内

容
で
あ
る
「
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
」
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
額
は
い

く
ら
か
と
い
う
観
点

か
ら
、
１
円
単
位
の

積
み
上
げ
で
綿
密
に

計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
や
年
金

が
生
活
保
護
基
準
を

下
回
り
、
生
存
権
が

守
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
の
方
が
問
題
で
す
。

生
活
保
護
費
が
「
高

す
ぎ
る
」
の
で
は
な

く
、
最
低
賃
金
や
年
金
が
「
低
す
ぎ
る
」

の
で
す
。

Ｑ
、
財
政
破
綻
を
防
ぐ
に
は
生
活
保
護
を

減
ら
せ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？

Ａ
、
誤
解
で
す

※
日
本
で
は
生
活
保
護
予
算
が
国
や
地

方
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
て
、
こ
れ
を
引

き
下
げ
な
い
と
財
政
が
破
綻
す
る
か
の
よ

う
に
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
の
生
活
保
護
費
（
社
会
扶

助
費
）
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
お
け
る
割
合
は
０
・

５
％
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
平
均
の
１
／
７

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
諸
外
国
に
比
べ
て
、
極

端
に
低
い
の
で
す
。

生
活
保
護
費
が
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
生
活
保
護
費
を
引
き

下
げ
て
も
、
財
政
へ
の
影
響
は
小
さ
い
の

で
す
。

●
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
よ

せ
く
だ
さ
い
。
（
伊
藤
和
彦
）

２０１２年９月１６日 こんにちは伊藤和彦です（発行会派日本共産党党足立区議団．発行責任者伊藤和彦） NO ９７２

区
議
会
生
活
保
護
・
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
調
査
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
足
立
区
の

生
活
保
護
に
つ
い
て
の
現
状
や
、
不
正
受
給
、
生
活
保
護
の
国
際
比
較
な
ど
議
論
が
さ
れ

ま
し
た
。
生
活
保
護
の
Ｑ
＆
Ａ
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。


